
ラーニング・マウンテン
―学びのプランを立てよう―

単元名〔  〕全（　　）時間

わかること・できること 工夫
ふう

して学ぼうとすること考えること・表すこと

【この単元に関わって知っていること・できること】

【この単元を通したふり返り】

みんなで解
かい

決したい問い

【第3 ステージ（　　）時間】
〈こんな学習をしてこんな力を！〉

【第1ステージ（　　）時間】
〈こんな学習をしてこんな力を！〉

【第2 ステージ（　　）時間】
〈こんな学習をしてこんな力を！〉

【５上『大造じいさんとがん』】

優
すぐ
れた描

びょう
写に注目して読み、推

すい
薦
せん
文で伝えよう

優れた行動描写や情
じょう
景描写に注目して読み、

物語の魅
み
力を推薦文で伝えよう。

㋐　行動描写や情景描写などを捉
とら
え、思考に関わる語句

く
の量を

増
ふ
やし、語彙

い
を豊かにする。（⑴オ）

㋑　人物像
ぞう
や物語などの全体像を具体的に想像し、表現の効

こう
果

を考える。（Ｃ⑴エ）
㋒　最も伝えたい物語の魅力を推薦文にまとめる。（Ｃ⑴オ）

⑨自分が最も魅力を感じたことをもとに、推薦文を書く。
⑩推薦文を見直したあと文章を読み合い、学習を振り返る。

物語を読んで感想を伝え合う活動を通して、物語の全体像を具体的に想像したり、登場人物どうしの関係の
変化を考えたりする。

①物語を読んで登場人物どうしの関係を捉えた経験を振
ふ
り返り、

『大造じいさんとがん』を読んで学習課題を立てる。
②物語の魅力を伝える推薦文を書くために必要なことを考え、
学習課題の解決の見通しとゴールのイメージをする。

２

６

２

③「行動描写」「心情描写」「情景描写」を本文から抜
ぬ
き出し、描

写からどのような心情がわかるかまとめ、物語全体の内容を
捉える。
④優れた描写をもとに、登場人物の心情や相互

ご
関係を捉える。

⑤⑥叙
じょじゅつ
述に書かれていない大造じいさんや残雪の心情を想像し、
それぞれの視

し
点から心情の変化をまとめる。

⑦⑧自分がもし大造じいさんなら、残雪が飛び去っていくのを
見守った翌

よく
年、どのようなことを考えたり行動したりする

か、理由を明確
かく
にしながらまとめる。

㋓　最も伝えたいことがわかるように書き直しながら、推薦文
を書こうとしている。

・・優れた描写をもとに、登場人物の心情や相互関係を捉えるとき、どのよ
うなことに気をつけましたか。

・・推薦する文章を書くとき、どのようなことに気をつけましたか。

学習課題

評価　 ア イ ウ●●●●

評価　 エ●●

どのような言語活動を通してどのような力をつけてきたか？

振り返りの観点

【５上『大造じいさんとがん』】
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主体的に学習に 

取り組む態
たい

度
知識

しき

・技
ぎ

能
のう

思考・判
はん

断
だん

・表現
げん

小学校５年『大造じいさんとがん』授業のポイント
単元名 　優れた描写に注目して読み、推薦文で伝えよう

　本教材は、がんの頭領「残雪」と狩人「大造じいさん」との
間で繰り広げられる交流について、「情景描写」「行動描写」「心
情描写」が効果的に描かれている物語です。頭領としての誇り
をもち仲間を思う残雪にしだいに心を動かされ、大造じいさん
の心情は変化していきます。その心情の変化を踏まえながら、
優れた描写やその効果について考えていくことが、物語の魅力
に迫ることにつながります。読者は、本文に直接書かれていない登場人物の心情について、人物どう
しの関係の変化を捉えながら具体的に想像し、物語の魅力を伝える推薦文を書くことが考えられます。

１　単元で身につけたい資質・能力
　本単元では、言語活動例「イ　詩や物語，伝記などを読み，内容を説明したり，自分の生き方など
について考えたことを伝え合ったりする活動」を具体化し、教材文を読んで最も魅力を感じたことを、
まだ読んだことがない相手に伝える推薦文を書く活動を行います。本活動では、推薦する文章を構成
する要素として、「①優れた描写に注目して把握した、物語全体の内容」、「②作者が読者に伝えたいこ
とについての自分の考え」、「③物語の魅力についての自分の考え」、の三つの内容を記述し、それぞれ
の要素にそって、文章を繰り返し読む必要があります。この活動を通して、人物像や物語の全体像を
具体的に想像したり、表現の効果を考えたりする能力を育成することができます。
　本単元の「思考力・判断力・表現力等」の目標との関連においては、物語の魅力を伝える推薦文を
書くという目的を意識することで、優れた描写に注目し、物語全体を具体的に想像できるようにしま
す。

２　評価規準

評価の観点 評　価　規　準

知識・技能 ・・行動描写や情景描写などを捉え、思考に関わる語句を増やし、語彙を豊かに
している。…⑴オ

思考・判断・表現 ◎「読むこと」において、人物像や物語などの全体像を具体的に想像したり、表
現の効果を考えたりしている。…Ｃ⑴エ
・・「読むこと」において、文章を読んで理解したことに基づいて、自分の考え
をまとめている。…Ｃ⑴オ

主体的に学習に
取り組む態度

・・粘り強く優れた叙述に注目して、人物像や物語の全体像を想像し、学習の見
通しをもって、物語の魅力を推薦する文章を書こうとしている。

本単元における子どもたちのゴールイメージ

　本単元では、登場人物の心情を想像して書いた文章や、登場人物になりきって書いた文章をもとに、
それぞれの内容を整理したり統合したりしながら、物語の魅力を推薦する文章を400字程度で書きま
す。
　第２ステージでは、優れた描写に着目して読むことで、物語全体の内容を把握し、児童が登場人物
の心情や人物どうしの関係の変化を自分のことのように主体的に捉えられるようにします。この学習
過程で、作者が読者に伝えたいことについての自分の考えを明確にすることが必要です。
　第３ステージでは、第２ステージの活動で最も実感した物語の魅力について、まだ物語を読んでい
ない人に伝わるように、自分の考えをまとめます。

　 物語の魅力を推薦する400字程度の文章例（終末段階）
【上段：大造じいさんの視点　下段：残雪の視点】

「
む
ね
の
あ
た
り
を
く
れ

な
い
に
そ
め
て
、
ぐ
っ
た

り
と
し
て
い
た
。」

　
わ
た
し
は
、
自
分
の
子

ど
も
だ
け
で
は
な
く
、
仲

間
の
こ
と
も
自
分
の
子
ど

も
と
同
じ
ぐ
ら
い
大
切
な

の
だ
。
仲
間
を
守
る
た
め

な
ら
ど
ん
な
こ
と
で
も
す

る
。
仲
間
を
救
う
こ
と
が

で
き
た
の
だ
か
ら
も
う
思

い
残
す
こ
と
は
な
い
。
あ

と
は
も
う
仲
間
が
無
事
に

生
き
の
び
る
こ
と
を
い
の

る
ば
か
り
。�

解説

特に心情や相互関係に変化が見られると思う描
写を選び、「わたしは、……大切なのだ。」など、
一人称に言いかえながら100字程度にまとめて
いる。

書かれていない登場人物の心情について想像したことを100字程度にまとめた文章例
ワンポイント

本資料は、文部科学省による「教科書採択の公正確保について」に基づき、一般社団法人教科書協会が定めた「教科書発行者行動規範」にのっとり、配布を許可されているものです。

ラーニング・マウンテン 

についてはこちらから

①
こ
の
物
語
に
は
、か
り
ゅ
う
ど
で

あ
る
大
造
じ
い
さ
ん
と
が
ん
の
群

れ
を
率
い
る
「
残
雪
」
と
の
戦
い
の

様
子
が
え
が
か
れ
て
い
ま
す
。残
雪

の
仲
間
を
守
ろ
う
と
す
る
す
が
た

に
、大
造
じ
い
さ
ん
の
心
が
動
か
さ

れ
て
い
き
ま
す
。

②
作
者
の
椋
鳩
十
さ
ん
は
、「
た
だ
、

救
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
仲
間
の
す
が
た

が
あ
る
だ
け
だ
っ
た
。」
と
い
う
表

現
を
通
し
て
、動
物
も
人
間
も
仲
間

や
家
族
を
思
う
気
持
ち
は
同
じ
で

あ
る
こ
と
を
伝
え
た
い
の
だ
と
思

い
ま
す
。

③
こ
の
物
語
の
み
力
は
、読
み
進
め

て
い
く
と
、ド
キ
ド
キ
す
る
よ
う
な

き
ん
張
感
の
あ
る
と
こ
ろ
で
す
。

さ
ら
に
、心
温
ま
る
場
面
も
あ
り
ま

す
。人
間
と
動
物
の
心
の
交
流
が
え

が
か
れ
、命
を
守
る
こ
と
の
大
切
さ

も
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　
ぼ
く
は
、犬
を
飼
っ
て
い
ま
す
が
、

母
犬
が
子
犬
を
守
る
す
が
た
に
似

て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。だ
れ
か
を

守
る
た
め
に
生
き
る
と
強
く
な
れ

る
と
感
じ
ま
し
た
。
ぼ
く
も
、だ
れ

か
を
守
る
た
め
に
、強
く
生
き
て
い

き
た
い
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
生
活
に
生
か
す
こ

と
が
で
き
る
物
語
で
す
。

　
ぜ
ひ
、一
読
し
て
感
想
を
聞
か
せ

て
く
だ
さ
い
。

①
こ
の
物
語
に
は
、か
り
ゅ
う
ど
で

あ
る
大
造
じ
い
さ
ん
と
が
ん
の
頭

領
「
残
雪
」
と
の
知
え
比
べ
の
様
子

が
え
が
か
れ
て
い
ま
す
。残
雪
が
仲

間
を
守
る
た
め
、必
死
に
は
や
ぶ
さ

と
戦
う
す
が
た
に
、大
造
じ
い
さ
ん

は
心
を
打
た
れ
ま
す
。

②
作
者
の
椋
鳩
十
さ
ん
は
、「
快
い

羽
音
一
番
。一
直
線
に
空
へ
飛
び
上

が
っ
た
。」
と
い
う
表
現
を
通
し
て
、

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、迷
う
こ
と
な
く

堂
々
と
行
動
す
る
こ
と
の
す
が
す

が
し
さ
を
伝
え
た
い
の
だ
と
思
い

ま
す
。

③
こ
の
物
語
の
み
力
は
、
登
場
人
物

の
気
持
ち
が
、
行
動
や
情
景
び
ょ
う

写
で
表
現
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　
さ
ら
に
、残
雪
の
具
体
的
な
行
動

か
ら
、か
し
こ
さ
や
勇
気
が
あ
る
こ

と
が
想
像
で
き
ま
す
。
常
に
、リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
が
あ
る
こ
と
も
伝

わ
っ
て
き
ま
す
。

　
わ
た
し
は
、サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
の

キ
ャ
プ
テ
ン
を
し
て
い
ま
す
が
、自

分
の
こ
と
だ
け
で
精
一
ぱ
い
で
仲

間
の
こ
と
を
考
え
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。リ
ー
ダ
ー
と
し
て
勇
気
の
大

切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。生
活
を
見
つ

め
直
し
て
い
き
ま
す
。

　
感
動
す
る
の
で
、み
な
さ
ん
で
声

を
か
け
あ
っ
て
読
ん
で
み
て
く
だ

さ
い
。

（
一
四
二
字
）
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みんなで解
かい
決したい問い

【第3 ステージ（　　）時間】
〈こんな学習をしてこんな力を！〉

【第1ステージ（　　）時間】
〈こんな学習をしてこんな力を！〉

【第2 ステージ（　　）時間】
〈こんな学習をしてこんな力を！〉

【５上『大造じいさんとがん』】


